新型コロナウイルス感染拡大が中国人留学生に与える影響 －その生活・心理・行動に着目して－ by 滕 媛媛 & 林 萍萍
新型コロナウイルス感染拡大が中国人留学生に与え
る影響 －その生活・心理・行動に着目して－























































滕 　 媛 媛 1）＊， 林 　 萍 萍 2）






























































在日期間をみると（図 3 ）， 2 年以上 3 年未満の
23.8%が最も多く，次に 3 年以上 4 年未満の21.3%，


























調査は，2020 年 7 月にウェブを経由し，日本に在住す
る華人（帰化者を含む）を対象に行ったものである．
本稿は有効回答数 744 票のうち，在留資格が「留学」
である 155 人の留学生を分析対象とする． 
 
2.2 基本属性 
 性別において，69 人が男性（44.5%），86 人が女性
（55.5%）であった．年代でみると，20 代が最も多く，
全体の 86.5%を占めた．30 代は 11%，18-19 歳は 2.6%





方は 36.1%，中部・近畿地方は 27.8%，他の地域は 9.6%
であり，東北地方のサンプルがやや多い回答分布であ
った．2020 年 4 月，政府は 13 の都道府県を「重点的
に感染拡大の防止に向けた取組を進めていく必要があ







 在日期間をみると（図 3），2 年以上 3 年未満の 23.8%
が最も多く，次に 3 年以上 4 年未満の 21.3%，1 年以
上 2 年未満の 12.2%，1 年未満は 11.6%であった．在学
段階別にみると，大学院生の平均在日期間は 3.17 年，
学部・短大・専門学校生は 2.5 年であった． 
 
 
図 1. 回答者の性別，年齢の分布 
 
 
図 2. 日本語能力の分布（在学段階別） 
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その必要がない回答者は 26.4%であった（図 4）． 
 
 









































 文部科学省は，5 月 19 日に新型コロナウイルスの感
染拡大による影響で経済的困難に陥った学生等に対し，
図 4．アルバイトの従事状況
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2020年 1 月下旬から 6 月にかけて新型コロナウイル
スの感染拡大に対する不安感について 5 件法で尋ね
た.「とても不安だった」を 5 点，「やや不安だった」
を 4 点，「どちらともいえない」を 3 点，「あまり不安





の 4 － 5 月は不安感が最も強かった．また，不安感に
性差があるかを検討するため，それぞれの期間でｔ検
定を行ったところ，いずれの期間においても有意な差
が見られた（ 1 月下旬：t=2.84，p<0.01； 2 月t=3.41，


























































図 6. 国境をまたぐ移動ができないことの影響 
 
. える影響 
4.  感の変化 
 2020年1 ナウイル
する不安感について5件法で尋ねた.
「とても不安だった」を 5 点，「やや不安だった」を 4
点，「どちらともいえない」を 3 点，「あまり不安では








れた（1 月下旬：t=2.84，p<0.01；2 月 t=3.41，p<0.01；
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4.2　感情状態に関する記述統計
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図 7. 不安感の平均値の推移 
 














































表 2． 男女別の各感情の度数と割合 
 
度数 割合（％） 度数 割合（％）
中国における感染拡大に無力感を感じた 38 55.1 54 62.8
世界で発生するアジア人に対する差別事件に憤りを感じた 36 52.2 54 62.8
感染することに恐怖を感じた 31 44.9 55 64.0
日本におけるコロナの感染拡大に対して申し訳ない 15 21.7 15 17.4
マスクを購入できない日本人に対して申し訳ない 21 30.4 33 38.4
華人であることを知られたくない 10 14.5 13 15.1
公共の場で中国語を使用したくない 7 10.1 16 18.6
外出自粛にストレスを感じた 13 18.8 33 38.4
緊急事態宣言期間中によく孤独感を感じた 11 15.9 29 33.7
これからの景気を悲観している 23 33.3 43 50.0
男性（n＝69） 女性（n=86）
7 ．
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表 1． 由記述
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のかについて，数量化Ⅲ類を用いて分析する． 1 － 6
月における，感情状態に関する10項目の設問について，
感じた場合には「 1 」を，感じていなかった場合には
「 0 」を与えて，数量化Ⅲ類を行い， 2 次元解が得ら
れた（図 8 ）．図 8 に示すように，類似した特徴をも
つ項目が互いの近隣にプロットされており，新型コロ
著者名・タイトル 
表 3. 日本生活における差別経験 
 
 
















度数 割合（%） 度数 割合（%）
有 29 42.0 27 31.4
無 31 44.9 35 40.7
わからない・
答えたくない
9 13.0 24 27.9
回答
男性（n＝69） 女性（n=86）
度数 割合（%） 度数 割合（%）
有 15 21.7 17 19.8
無 45 65.2 53 61.6
わからない・
答えたくない
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8)．図 8 に示すように， 似した特徴をもつ項目が互
いの近隣にプロットされており 新型コロナウイルス
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表 5． ス （ ）
著者名・タイトル 
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表 6 に示す． 








表 7. 外出自粛度に関する推計結果 
n 最小値 最大値 平均値 S.D.
外出自粛度 465 -9 15 8.82 6.00
女性 465 0 1 0.55 0.50
年齢 465 18 36 25.18 3.20
特定警戒地域 465 0 1 0.60 0.49
つながり 465 0 6 1.59 1.53
不安感 465 1 5 3.64 1.12
係数 標準誤差 p値
女性 1.322 0.547 0.016 *
年齢 0.103 0.084 0.220
特定警戒地域 0.814 0.549 0.139
つながり 0.432 0.176 0.015 *
不安感 1.082 0.249 0.000 ***
3月 (ref.=4-5月) -0.791 0.652 0.226
6月 (ref.=4-5月) -1.064 0.657 0.106
定数 1.000 2.336 0.669
調整済みR2乗 0.084
n 465
* 5%水準で有意，  *** 0.1％水準で有意
表 6. 記述統計 
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6 項目 2）にあてはまる項目の数 記述統計量を
表 6 に示す． 
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